
　

太
平
洋
戦
争
の
終
戦
前
、
広
島
市
へ
の
原

子
爆
弾
の
投
下
か
ら
奇
跡
的
に
生
き
残
っ
た

被
爆
ピ
ア
ノ
、
通
称
「
ミ
サ
コ
の
ピ
ア
ノ
」

を
使
っ
た
コ
ン
サ
ー
ト
が
見
能
林
、
富
岡
、

津
乃
峰
小
学
校
と
市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

見
能
林
小
学
校
で
は
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
山

本
貴
子
さ
ん
（
徳
島
市
）
が
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
の
「
月
光
」
を
、
１
～
６
年
生
の
児
童
32

人
が
童
謡
「
か
え
る
の
う
た
」
や
「
お
ひ
さ

ま
キ
ラ
キ
ラ
」、
練
習
曲
「
清
い
流
れ
」
な

ど
の
曲
を
演
奏
。
市
役
所
で
は
、
ピ
ア
ニ
ス

ト
の
松
村
周
作
さ
ん（
牟
岐
町
）が
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
の
「
エ
リ
ー
ゼ
の
た
め
に
」
や
菅
野

よ
う
子
の
「
花
は
咲
く
」
ほ
か
５
曲
、
阿
南

中
３
年
の
高
田
真
佑
さ
ん
が
シ
ョ
パ
ン
の

「
ノ
ク
タ
ー
ン
第
20
番　

嬰
ハ
短
調（
遺
作
）」

を
そ
れ
ぞ
れ
演
奏
す
る
と
、
観
客
は
目
を
閉

じ
る
な
ど
し
て
じ
っ
く
り
と
ピ
ア
ノ
の
音
色

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
ミ
サ
コ
の
ピ
ア
ノ
」
は
、
１
９
４
５
年

８
月
６
日
、
広
島
市
に
原
子
爆
弾
が
投
下
さ

れ
た
際
、
当
時
の
所
有
者
だ
っ
た
ミ
サ
コ
さ

ん
の
自
宅
、
爆
心
地
か
ら
１
・
８
キ
ロ
の
場

所
で
被
爆
し
ま
し
た
。
ピ
ア
ノ
を
託
さ
れ
た

調
律
師
の
矢
川
光
則
さ
ん
（
63
歳
・
広
島
市
）

は
、
10
年
以
上
前
か
ら
ピ
ア
ノ
と
と
も
に
全

国
各
地
を
回
り
、
被
爆
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
催
し
て
い
ま
す
。「
音
が
出
る
よ
う
一

部
を
修
復
し
た
以
外
、
ピ
ア
ノ
は
全
て
被
爆

当
時
の
ま
ま
。
被
爆
ピ
ア
ノ
を
間
近
で
見
て
、

弾
い
て
、
音
色
を
聞
く
こ
と
で
、
平
和
の
尊

さ
や
戦
争
の
恐
ろ
し
さ
に
つ
い
て
考
え
る

き
っ
か
け
に
し
て
ほ
し
い
で
す
」
と
活
動
に

か
け
る
思
い
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
を
前
に
、
児
童
の
皆
さ
ん
は

千
羽
鶴
を
折
り
、
矢
川
さ
ん
に
贈
り
ま
し
た
。

折
り
紙
は
、
広
島
平
和
記
念
館
に
奉
納
さ
れ

て
い
た
千
羽
鶴
を
再
利
用
し
た
紙
が
使
わ
れ

た
ほ
か
、
費
用
は
市
民
の
寄
付
で
ま
か
な
わ

れ
、
一
羽
一
羽
に
平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

込
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

被
爆
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会
の

美
馬
育
子
さ
ん
（
73
歳
・
津
乃
峰
町
）
は
、「
被

爆
し
た
当
時
、
ミ
サ
コ
さ
ん
は
17
歳
で
、
ピ

ア
ニ
ス
ト
を
夢
見
る
女
の
子
で
し
た
。
し
か

し
そ
の
夢
は
原
子
爆
弾
に
よ
っ
て
絶
た
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
原
子
爆
弾
が
人
命
だ
け
で
な

く
彼
女
ら
の
将
来
の
夢
や
希
望
ま
で
も
奪
っ

た
と
い
う
事
実
を
、
コ
ン
サ
ー
ト
に
ご
参
加

い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
は
肌
で
感
じ
て
も
ら

え
た
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

矢
川
さ
ん
の
手
に
よ
っ
て
息
を
吹
き
返
し

た
被
爆
ピ
ア
ノ
。
た
く
さ
ん
小
さ
な
傷
が
付

い
た
側
面
が
、
少
し
黄
ば
ん
だ
鍵
盤
が
、
そ

の
美
し
い
音
色
が
、
阿
南
市
民
に
も
平
和
の

大
切
さ
を
伝
え
て
く
れ
ま
し
た
。

♪６年生♪　清田絢衣さん

亡くなった方の無念さや悲
しみが伝わってきました。
戦争や原子爆弾について
もっと知るため、原爆ドー
ムにも行ってみたいです。

♪３年生♪　長尾柊哉さん

被爆ピアノなのにちゃんと
音が出てすごいなと思いま
す。今まで平和について考
える機会があまりなかった
ので、勉強になりました。

♪５年生♪　中島斗亜さん

触った瞬間、ミサコさんの
思いに触れて、やさしい曲
が弾ける気がしました。もっ
とたくさんの方にピアノの音
色を聞いてほしいです。

♪２年生♪　滝沢羽菜さん

間近で見るとピアノの鍵
盤が黄色くて、本当に原
子爆弾が落ちた場所に
あったものなんだという
ことを実感しました。

♪４年生♪　森　将貴さん

全校生徒の前で演奏するの
は緊張しました。普通のピア
ノより手触りがざらざらして
いて、とても古い木でできて
いるんだなあと驚きました。

♪ 1 年生♪　谷 在温さん

最初は被爆ピアノと聞い
てなんとなく怖いイメー
ジを持っていたけど、弾
いてみるとすごく柔らか
くてきれいな音でした。

被爆ピアノを演奏した
見能林小児童の

皆さんの声

被爆ピアノ
コンサート
in阿南
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